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りなかった「イ γヲレ γ ョンの波及過程」の基本法則の分析に展開し得るも白とする
ことを課題とした。このこ論点について要言すれば，紙幣減価は，紙幣の過剰投入〈過
剰流通〉の現象形態であって，価値収奪D現象形態ではない。むしろ価値収奪は，この
紙幣減価に，造出された過剰な紙幣が排他的に特定の購買主体に供与されるとL寸条件
が与えられることによって発現fるのである。さらに，現実の fンフレ ションの波及
過程では，こうした収奪の力能は造問きれた過剰な紙幣の最初D所有者によって独占さ
れるのではなく，騰貴波及白過程でこれを受け取る第二番目以降の所有者へと「移転J
され「繰り延べ」られるのである。
7 この波及過程における収奪の力能の移転は，過剰な紙幣が投入される中心の資本・
産業を損粁にして，資本・労働・資源を従属的に再編するという資本主義的生産の制限
突破の契機たり得るのである。
8 こうした点を明らかにしてこそ， (1)紙幣減価D法則の叙述と(2)所謂「発券ルー卜」
論の叙述からなるインフレーション論の構成からさらに進み，インフレ政策の再生産過
程への効果，恋慌とインフレ ションといった問題の解明に至り得る白である。
